





Longi刷出nals同dyof也eeffect of anger問gulationon undergrad田岡，intimacy wi也abest創田d
ErikaKu血a，H山田Kuranaga，血dYasuko Morinaga 
τbe effects of回耳町 regulation阻ctics(Yoshida & T，北国， 2008) on the level of in世田即y
wi也aclose企i田dw町einvestigated. First-and second-year univ町sitystud田恒 W町easked to 
indicate血efrequency of experiencing皿E町 towards也町closest創回din血eumv，四ity，也e
世'equ回 cyofusin，耳目羽田耳町田駅l副阻胞ctics，and how in町田脂血ey島Itwi白出e創田d目
τ'hey rl田pondedto也esa皿eq田 stionnaire1 mon也 later.Results of a hierarchical regression 
血alysis血血cated凹s1伊ific姐 teffi田tsof姐富町regulation同組cs岨 thelevel of凶皿acy.
百四enegative findings may indica:もethe need for a sho耐一也rmlongi白血al由 dy白血n白骨
















































































































| 1カ月 I 1カ月 | 
h 怒りを感じた頻度一/ト¥ー怒りを感じた頻度 J ノ小























































2回の調査両方に参加していた 240名のうち，岡ーの友人について回答していた 190名(男性 104
名，女性86名;大学 1年生 145名， 2年生45名)を分析の対象とした。分析対象者の Time1にお










まったく まれに ときどき よくあったなかった あった あった
T園田l 128 42 14 6 
13.49・・ -0.92 -5.61・e・-6.95牢申事
Time2 126 43 20 1 

















とTimo2との間で親密度に有意な差はみられなかった(怒り経験高群:t (41) ~ 1.68， n.s. ;怒り経




M(SD) [α] M(SD) [α] 
怒り経験両群(n~ 42) 
一方的な表出 1.65 (0.83) [.78] 1.65 (0.90) [.87] 
建設的な表出 2.01 (0.97) [.87] 2.20 (0.89) [.79] 
第三者への表出 2.17 (1.25) [.98] 2.22 (1.25) [.94] 
抑制 3.43 (1.16) [.86] 3.44 (0.98) [.78] 
視点転換の試み 3.20 (1.06) [.84] 3.17 (1.04) [.84] 
親密度 3.17 (0.71) [.90] 3.0ヨ(0.82) [.94] 
怒り経験低群。~ 148) 






ぞれのデータに関して， 5種類の怒り感情制御方略の得点、を比較する 1要因 5水準の分散分析を行





分析の結果，百血01と百血02の両方で主効果が有意となった(町田1・F(4， 164) ~ 22.72， p< .001; 
















一方的 建設的 第三者 抑制 視点転換表出 表出 への表出 の試み
F F F β β 
説明変数σ也.1)
一方的表出 目49.. -.15 .10 -.21 -.25 
建設的表出 -.16 .65 •• .06 -.16 27 
第三者への表出 21 04 .70.. 06 -.03 
抑制 -.07 -.02 .17 .33 • -.16 
視点転換の試み -.17 -.12 -.20 .32. .48 • 
R' 48.. 43.. .61 •• .53 •• 28 • 
..p < .01 .p < .05 
次に， Ti血.e1における親密度が Ti血e2における親密度をどの程度予測するか検討するため， Time 
1の親密度を説明変数.Time2 の岡変数を目的変数とした単回帰分析を行った。その結果， p~ ー72 (p 
< .01; R' ~.52) となり. Time 1の親密度が Time2の親密度を有意に予測することが示された。
怒り感情制御方略が親密度に及ぼす影響
まず，先行研究(吉田， 2011)と同様に，怒り感情制御方略と親密度との関連について，横断的





















建設的表出 33 • 
第三者への表出 -.47 •• 
抑制 -.47 .
視点転換の試み 41 • 
R' 43 •• 






第三者への表出 .35 ' 
抑制 -.46 .
視点転換の試み 33 ， 




F R' ，dR' 
Step 1 52.. 
親密度 .72.. 
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